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年 齢 (yrs) 
身 長 (cm) 
体 重 (kg) 
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-3201, SS-102 J, 日本光電）を用いて行った。
































に上昇するもの (CT変化群， n = 8) とそう









































不変化群 変 化 群
(n = 14) (n = 8) 
幽値 (V) iVIEAN SD MEAN SD 
1回目 49 3士262 48 7士 105 J 
*** 
2回目 49.7土 261 56 6土 10 







平坦型 12 7 19 
動揺型※ 2 3 
1irみに対する反応
◄ ► 
不順応型 ， 4 13 
順応型 3 7 A 時間（秒） 無反応型 2 
ケアに対する反応
痛みの出現時点 ・（凡反応 不順応型 ， 13 
一部反応順応型 5 ， 




























music + stimulation 
/＼----
A + | 
83V 83V 83V 
I 












































A j:： 2 
1 min 
図 6 安静時発汗量平坦型で痛み反応が順応しない閑値変化群の 1例
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(n = 14) 
MEAN SD 
閾値変化群


























F (2, 26) = 20. 87* * * F (2, 14) = 40. 4 * * * 
※ 1回目の測定値． ＊ ＊， P<0.01; *** • P<0.001 
表 5 看護ケアによる発汗 ピークの変化
閥値不変化群 閾値変化群
(n = 14) (n = 8) 
MEAN SD MEAN SD 
＊ロニ0.23士0.35 *[ ~ ~I ; ~ : ;; 了0.19士0.23
F (2, 26) = 3. 92* F(2, 14) = 4.86* 
※ 1回目の測定値 ＊， P < 0. 05; * *, P < 0. 00I 
表 6 看護ケアによる発汗豆の変化
幽値不変化群












F(2, 14) = 4.7* 
※ 1回目 の測定値 ＊， P < 0.05 
表 7 看護ケアによる発汗消退時間の変化
閾値不変化群
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